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（1）�リハビリテーション分野におけるニューロモジュレー
ションの活用

　経頭蓋磁気刺激および Brain Machine Interface（BMI）技
術を用いたニューロフィードバック訓練の検証に取り組んで
いる。経頭蓋磁気刺激については、運動機能、疼痛、高次脳
機能障害に対する脳刺激とリハビリテーションを組み合わせ
た介入の効果についての検証、脳卒中重度麻痺患者を対象と
した BMI 技術を用いたニューロフィードバック訓練（患者
の運動企図に伴う感覚運動野事象関連脱同期（event-related 
desynchronization）を検出し、視覚・体性感覚のフィードバッ
クを行う訓練）の開発と効果検証に取り組んでいる。

（2）リハビリテーション効果の定量的な評価系の構築
　三次元動作分析、活動量分析を含めた多層的な評価系の構
築に取り組んでいる。三次元動作分析については主に脳卒中
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【Brain Machine Interface（BMI）、
リハビリテーションロボット、三次元動作分析、活動量分析】
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後の歩行障害の評価手法の開発とそれを用いた介入効果の検
証、活動量分析については、ウェアラブル心電・慣性センサ
を用いた 24 時間モニタリング手法の開発と検証等を実施し
ている。




